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近年、公営住宅では、「孤独死」など、住民の孤立による社会的な問題が顕在化してい
ます。また、頻発する豪雨災害に備えるには、被災時に助け合える関係性を日常から育む
とともに、自然を抑え込むのではなく、雨や緑を暮らしの中に可視化し、自然を身近に感
じられる住環境が求められます。 
そこで私たちは、人と人、人と自然とのつながりを育む場として、敷地内に必要となる調

社会課題と自然災害に備えた助け合える関係性の構築
安全で快適に過ごすことができ、若者の定住につながる住環境の整備

1. 雨庭の周囲に住戸を配置 2.住戸を雁行させて「輪」を作る 3. 南北のみちが５つの輪を連ねる

周辺環境への調和とコミュニティ創出に配慮した住環境の整備 /ユニバーサルデザインに配慮した計画

●球磨郡の象徴的な建物
である大田家住宅に見ら
れる鉤型形状を継承しま
す。
● 30㎡・50㎡・85㎡の
住戸を、そのまま異なる大
きさの建物とするのではな
く、小さな単位に分節し
ます。大きな住戸も小さ
な屋根の連なりとして表す
ことで、住戸タイプによる
スケールの差を抑え、山
江村の集落景観になじむ、
まとまりのある家並みをつ
くります。

鉤型により家並の単位を揃える
●異なる世代と住戸タイプを混在させ、すべ
ての住戸が広場に面する配置とします。
●子どもがのびのびと遊び、その姿を多世代
が緩やかに見守る環境が、日常の交流と支え
合いを育み、若者や子育て世代が安心して住
み続けられる集落をつくります。

多世代がつながり暮らしを支え合う

広場に面した縁側
芝生広場

公営
(単身 )

地域優良

公営

深い軒下空間

30

50

85

整池を「雨庭」として捉え直し、その雨庭を中心に、住戸と共用空間が一つの輪を描く「5
つの小さな輪」を提案します。5つの輪は、住民同士の適度な距離感を保ちながら、自
然な見守りや声掛け、交流が生まれるコミュニティの単位となります。 
5つの輪と、それらをつなぐ南北のみちは、「栗の駅」と公営住宅、周辺の公共施設を結
びます。日常には人が行き交う緑道として、雨の日には 5つの雨庭をつなぐ「水みち」とし
て機能します。5つの輪と南北のみちが、人と人、輪と地域、そして暮らしと自然をつなぎ、
山江村の新たな共生の風景をつくります。

バリアフリースロープ

公営住宅におけ
る住民が孤立す
るという問題

人と自然、建築を一体的に捉え、社会問題や
自然災害に対して、住民同士が助け合うこと
のできる繋がりを日常の中で育みます。

豪雨災害に対応
できない既存の
都市インフラ

雨庭を中心に住
民が適度な距離
で見守り合う

孤立と災害に応じる共生の風景
レインタンク

水みち

ブリッジ

小道 車を軒下の玄関先に寄り付ける
ことができる

栗の木材の縁側

芝生広場

雁行配置がウィンド
キャッチとなり、自
然通風を取り込む

異なる世代の住戸タイプを混在
することで、多世代交流を促す

駐車場をまとめるこ
とで歩車分離を実現
し、安全を確保する

住戸の目の前に広
場があることで、子
育て世代が安心して
子供を遊ばせること
ができる

イベント広場イベント広場

雨庭

駐車場

平常時は芝生広場
降雨時は調整池

緑道沿いや雨庭にはベンチ
や緑陰空間を設け、日常的
な交流を促す

浸水レベルまで南、西面に擁壁を設け、
敷地全体で緩やかに勾配を取り、水みち
の排水勾配を確保する

1.土間玄関
2.リビング
3.ダイニング・キッチン
4.寝室
5.パントリー
6.縁側
7.専有庭
8.アプローチテラス

栗の駅と役場をつなぐ軸線上の緑道
災害時は避難動線となる

緑道緑道

歩行者優先道路
玄関前まで車を寄りつける
ことができる

小道小道
雨庭雨庭

降雨時にオーバーフローした雨水は水みち
を通り既存の排水系統に接続する

水みち水みち

雨庭
雨庭

雨庭

雨庭

小道

小道

小道小道

村役場

栗の駅

小道

小道

小道

駐車場 駐車場

1.8ｍの深軒が日差しを遮る

一部 2階建ての地域優良住宅
からは眺望を得られる

屋根の一部に太陽光パネルを設置し、
街灯等の共用部に用いる

駐車場はまとめることで歩車分離とする。

栗の駅から歩行者のメイン通路
となる「緑道」にアクセスする 住人の専有庭

住人の専有庭

軒下の縁側

山江村の山々に囲われた風景と連続する屋根ラインとそれらに呼応するランドスケープ 雨庭・専有庭・栗の木のデッキによってパブリックとプライベートが緩やかにつながる 鉤型の平面によって開放性とプライバシーを両立し、室内外を繋げる

孤立

豪雨災害

太田家住宅 　　　　　人の動線
　　　　　車両動線
　　　　　風の流れ

建築／人／自然／人／建築

< 雨あがり>

< 雨あがり> < 晴れ > < 晴れ >

公営(単身)

公営

地域優良

( 様式 5 - 1 )公営住宅及び地域優良賃貸住宅の平面計画
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透水性と景観に考慮した舗装材

公営住宅(単身用)

公営住宅

地域優良住宅
自然石洗出し
ポーラス
コンクリート

ポーラス
コンクリート

土系舗装 芝生

雨庭による調整池
●それぞれの輪に雨庭を分散配置し、ランドスケープの中
で雨水を一時貯留します。
●屋根面・雨庭面への50mm相当の降雨を貯留できる
容量を目標とします。
●必要に応じて雨庭下部に砕石貯留層を設け、貯留量を
確保します。
●不足分は駐車場地下の貯留部で補完し、必要調節容
量に対応します。

周辺との関係を構築する「緑」
●栗の駅から役場までを緑道でつなぎ、
歩行者の主要動線とします。
●平常時は周辺施設を結び、災害時には
安全な避難・防災動線として機能する。
●移動だけでなく、遊びや交流が生まれ
る「暮らしの軸」とする。

●雨水は可能な限り敷地内で処理でき
るよう、透水性の高い舗装材とします。
●山江の石や土を活用した舗装材とし、
地域の特色を歩きながら感じられる外
構空間とします。

風景を育てる「共有緑地」
●緑道沿いに、住民が自由に関われる小
さな共有緑地を設ける。
●花・ハーブ・野菜・果樹などを住民自身
が育て、暮らしに緑を取り込む。
●日々の手入れを通じて、住民参加で育
つ風景をつくる。

住戸間の「歩行者優先道路」
●住戸間の道路を歩車共存型とし、通過
交通を抑えた安全な生活空間とする。
●各戸前に車寄せを設け、利便性と安全
性を両立する。
●子どもの遊びや住民同士の交流が生
まれる、小さなコミュニティをつくる。

石材の使用
●山江村に根付く石切りの文化を、ラン
ドスケープに継承する。
●地域産の溶結凝灰岩を、景石・飛び石
・砕石・舗装などに積極的に活用する。
●地域の歴史や素材を、日常の風景とし
て次世代へつなぐ。

住民参加による雨庭・外構計画
●完成時にすべてを固定せず、入居後の住民参加で外構
の使い方を育てていきます。
●芝生・草地・砕石など、利用と維持管理に応じた仕上げ
とします。
●窪地には樹木やベンチ、景石などを配置し、日常の居場
所をつくります。
●維持管理への住民参加を促し、愛着のある外構へ育て
ます。

雨水を「捨てる」だけでなく「使う」
●各戸に200～300L程度のコンパクトなレインタンクを
設置します。
●散水・家庭菜園・打ち水・清掃など、日常の暮らしに活
用します。
●災害時はトイレや清掃用の非飲用水として活用します。

地域資源の循環
●植栽・農産物・維持管理から生まれる有機物を、住宅地
の中で循環させます。
●落葉・剪定枝・刈草などを集め、コンポスト・チップ化す
し、できた「土」を共有緑地・雨庭などに再利用します。

ワークショップ

溶結凝灰岩 飛び石 洗い出し

住民参加型の管理

落ち葉清掃 バードネスト コンポスト
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石材の使用
●山江村に根付く石切りの文化を、ラン
ドスケープに継承する。
●地域産の溶結凝灰岩を、景石・飛び石
・砕石・舗装などに積極的に活用する。
●地域の歴史や素材を、日常の風景とし
て次世代へつなぐ。

住民参加による雨庭・外構計画
●完成時にすべてを固定せず、入居後の住民参加で外構
の使い方を育てていきます。
●芝生・草地・砕石など、利用と維持管理に応じた仕上げ
とします。
●窪地には樹木やベンチ、景石などを配置し、日常の居場
所をつくります。
●維持管理への住民参加を促し、愛着のある外構へ育て
ます。

雨水を「捨てる」だけでなく「使う」
●各戸に200～300L程度のコンパクトなレインタンクを
設置します。
●散水・家庭菜園・打ち水・清掃など、日常の暮らしに活
用します。
●災害時はトイレや清掃用の非飲用水として活用します。

地域資源の循環
●植栽・農産物・維持管理から生まれる有機物を、住宅地
の中で循環させます。
●落葉・剪定枝・刈草などを集め、コンポスト・チップ化す
し、できた「土」を共有緑地・雨庭などに再利用します。

ワークショップ

溶結凝灰岩 飛び石 洗い出し

住民参加型の管理

落ち葉清掃 バードネスト コンポスト

透水性と景観に考慮した舗装材

公営住宅(単身用)

公営住宅

地域優良住宅
自然石洗出し
ポーラス
コンクリート

ポーラス
コンクリート

土系舗装芝生

雨庭による調整池
●それぞれの輪に雨庭を分散配置し、ランドスケープの中
で雨水を一時貯留します。
●屋根面・雨庭面への50mm相当の降雨を貯留できる
容量を目標とします。
●必要に応じて雨庭下部に砕石貯留層を設け、貯留量を
確保します。
●不足分は駐車場地下の貯留部で補完し、必要調節容
量に対応します。

周辺との関係を構築する「緑」
●栗の駅から役場までを緑道でつなぎ、
歩行者の主要動線とします。
●平常時は周辺施設を結び、災害時には
安全な避難・防災動線として機能する。
●移動だけでなく、遊びや交流が生まれ
る「暮らしの軸」とする。

●雨水は可能な限り敷地内で処理でき
るよう、透水性の高い舗装材とします。
●山江の石や土を活用した舗装材とし、
地域の特色を歩きながら感じられる外
構空間とします。

風景を育てる「共有緑地」
●緑道沿いに、住民が自由に関われる小
さな共有緑地を設ける。
●花・ハーブ・野菜・果樹などを住民自身
が育て、暮らしに緑を取り込む。
●日々の手入れを通じて、住民参加で育
つ風景をつくる。

住戸間の「歩行者優先道路」
●住戸間の道路を歩車共存型とし、通過
交通を抑えた安全な生活空間とする。
●各戸前に車寄せを設け、利便性と安全
性を両立する。
●子どもの遊びや住民同士の交流が生
まれる、小さなコミュニティをつくる。

石材の使用
●山江村に根付く石切りの文化を、ラン
ドスケープに継承する。
●地域産の溶結凝灰岩を、景石・飛び石
・砕石・舗装などに積極的に活用する。
●地域の歴史や素材を、日常の風景とし
て次世代へつなぐ。

住民参加による雨庭・外構計画
●完成時にすべてを固定せず、入居後の住民参加で外構
の使い方を育てていきます。
●芝生・草地・砕石など、利用と維持管理に応じた仕上げ
とします。
●窪地には樹木やベンチ、景石などを配置し、日常の居場
所をつくります。
●維持管理への住民参加を促し、愛着のある外構へ育て
ます。

雨水を「捨てる」だけでなく「使う」
●各戸に200～300L程度のコンパクトなレインタンクを
設置します。
●散水・家庭菜園・打ち水・清掃など、日常の暮らしに活
用します。
●災害時はトイレや清掃用の非飲用水として活用します。

地域資源の循環
●植栽・農産物・維持管理から生まれる有機物を、住宅地
の中で循環させます。
●落葉・剪定枝・刈草などを集め、コンポスト・チップ化す
し、できた「土」を共有緑地・雨庭などに再利用します。

ワークショップ

溶結凝灰岩飛び石洗い出し

住民参加型の管理

落ち葉清掃バードネストコンポスト

透水性と景観に考慮した舗装材

公営住宅(単身用)

公営住宅

地域優良住宅
自然石洗出し
ポーラス
コンクリート

ポーラス
コンクリート

土系舗装 芝生

雨庭による調整池
●それぞれの輪に雨庭を分散配置し、ランドスケープの中
で雨水を一時貯留します。
●屋根面・雨庭面への50mm相当の降雨を貯留できる
容量を目標とします。
●必要に応じて雨庭下部に砕石貯留層を設け、貯留量を
確保します。
●不足分は駐車場地下の貯留部で補完し、必要調節容
量に対応します。

周辺との関係を構築する「緑」
●栗の駅から役場までを緑道でつなぎ、
歩行者の主要動線とします。
●平常時は周辺施設を結び、災害時には
安全な避難・防災動線として機能する。
●移動だけでなく、遊びや交流が生まれ
る「暮らしの軸」とする。

●雨水は可能な限り敷地内で処理でき
るよう、透水性の高い舗装材とします。
●山江の石や土を活用した舗装材とし、
地域の特色を歩きながら感じられる外
構空間とします。

風景を育てる「共有緑地」
●緑道沿いに、住民が自由に関われる小
さな共有緑地を設ける。
●花・ハーブ・野菜・果樹などを住民自身
が育て、暮らしに緑を取り込む。
●日々の手入れを通じて、住民参加で育
つ風景をつくる。

住戸間の「歩行者優先道路」
●住戸間の道路を歩車共存型とし、通過
交通を抑えた安全な生活空間とする。
●各戸前に車寄せを設け、利便性と安全
性を両立する。
●子どもの遊びや住民同士の交流が生
まれる、小さなコミュニティをつくる。

石材の使用
●山江村に根付く石切りの文化を、ラン
ドスケープに継承する。
●地域産の溶結凝灰岩を、景石・飛び石
・砕石・舗装などに積極的に活用する。
●地域の歴史や素材を、日常の風景とし
て次世代へつなぐ。

住民参加による雨庭・外構計画
●完成時にすべてを固定せず、入居後の住民参加で外構
の使い方を育てていきます。
●芝生・草地・砕石など、利用と維持管理に応じた仕上げ
とします。
●窪地には樹木やベンチ、景石などを配置し、日常の居場
所をつくります。
●維持管理への住民参加を促し、愛着のある外構へ育て
ます。

雨水を「捨てる」だけでなく「使う」
●各戸に200～300L程度のコンパクトなレインタンクを
設置します。
●散水・家庭菜園・打ち水・清掃など、日常の暮らしに活
用します。
●災害時はトイレや清掃用の非飲用水として活用します。

地域資源の循環
●植栽・農産物・維持管理から生まれる有機物を、住宅地
の中で循環させます。
●落葉・剪定枝・刈草などを集め、コンポスト・チップ化す
し、できた「土」を共有緑地・雨庭などに再利用します。

ワークショップ

溶結凝灰岩 飛び石 洗い出し

住民参加型の管理

落ち葉清掃 バードネスト コンポスト

透水性と景観に考慮した舗装材

公営住宅(単身用)

公営住宅

地域優良住宅
自然石洗出し
ポーラス
コンクリート

ポーラス
コンクリート

土系舗装 芝生

雨庭による調整池
●それぞれの輪に雨庭を分散配置し、ランドスケープの中
で雨水を一時貯留します。
●屋根面・雨庭面への50mm相当の降雨を貯留できる
容量を目標とします。
●必要に応じて雨庭下部に砕石貯留層を設け、貯留量を
確保します。
●不足分は駐車場地下の貯留部で補完し、必要調節容
量に対応します。

周辺との関係を構築する「緑」
●栗の駅から役場までを緑道でつなぎ、
歩行者の主要動線とします。
●平常時は周辺施設を結び、災害時には
安全な避難・防災動線として機能する。
●移動だけでなく、遊びや交流が生まれ
る「暮らしの軸」とする。

●雨水は可能な限り敷地内で処理でき
るよう、透水性の高い舗装材とします。
●山江の石や土を活用した舗装材とし、
地域の特色を歩きながら感じられる外
構空間とします。

風景を育てる「共有緑地」
●緑道沿いに、住民が自由に関われる小
さな共有緑地を設ける。
●花・ハーブ・野菜・果樹などを住民自身
が育て、暮らしに緑を取り込む。
●日々の手入れを通じて、住民参加で育
つ風景をつくる。

住戸間の「歩行者優先道路」
●住戸間の道路を歩車共存型とし、通過
交通を抑えた安全な生活空間とする。
●各戸前に車寄せを設け、利便性と安全
性を両立する。
●子どもの遊びや住民同士の交流が生
まれる、小さなコミュニティをつくる。

石材の使用
●山江村に根付く石切りの文化を、ラン
ドスケープに継承する。
●地域産の溶結凝灰岩を、景石・飛び石
・砕石・舗装などに積極的に活用する。
●地域の歴史や素材を、日常の風景とし
て次世代へつなぐ。

住民参加による雨庭・外構計画
●完成時にすべてを固定せず、入居後の住民参加で外構
の使い方を育てていきます。
●芝生・草地・砕石など、利用と維持管理に応じた仕上げ
とします。
●窪地には樹木やベンチ、景石などを配置し、日常の居場
所をつくります。
●維持管理への住民参加を促し、愛着のある外構へ育て
ます。

雨水を「捨てる」だけでなく「使う」
●各戸に200～300L程度のコンパクトなレインタンクを
設置します。
●散水・家庭菜園・打ち水・清掃など、日常の暮らしに活
用します。
●災害時はトイレや清掃用の非飲用水として活用します。

地域資源の循環
●植栽・農産物・維持管理から生まれる有機物を、住宅地
の中で循環させます。
●落葉・剪定枝・刈草などを集め、コンポスト・チップ化す
し、できた「土」を共有緑地・雨庭などに再利用します。

ワークショップ

溶結凝灰岩 飛び石 洗い出し

住民参加型の管理

落ち葉清掃 バードネスト コンポスト

５つの小さな輪５つの小さな輪
- みちが雨庭を繋ぎ、５つの輪が地域と繋がる -- みちが雨庭を繋ぎ、５つの輪が地域と繋がる -

平面図 S=1/800

断面図 S=1/200

ニーズの変化を受け入
れる仕組み

●球磨地域の杉無等級材を
柱・梁に多用した、在来軸組
工法による平屋建て木造とし
ます。 
●二方向に構造用合板の大
壁耐震壁を偏りなく配置し、
高い初期剛性を確保します。 
●小屋組はプレカット加工機
に対応した形式とします。 

開／閉を考慮した壁配置と、連なる一体の屋根
●日常は子どもたちが遊べる
芝生広場として利用し、雨天
時には雨水の浸透を促す調
整池として機能します。
●雨量に応じて水位が変化す
ることで豪雨の状況を可視化
し、住民に危険を知らせ、早
期避難を促すサインとなりま
す。

雨を受け止め、暮らしを守る雨庭

●屋根に降った雨を雨水タンクに蓄え、打ち
水や植栽への散水、広場の維持管理など、日々
の暮らしに活用します。
●庭の手入れや、水遊びなど、水を介した活
動が多世代の自然な交流を育みます。

蓄え、使い、地域へ還す水の循環

車寄せ 縁側
打ち水による
気化熱の効果

雨庭による
気化熱の効果

レインタンクによ
る雨水集水
オーバーフロー分
は雨庭に流れる

雨庭

植物による
蒸散効果

自然通風

●屋根面の雨水はレインタンクに貯水し、日
常的に植物への水やりや家庭菜園、打ち水等
に使用します。災害時には便器洗浄や清掃に
使用します。
●雨庭や打ち水による気化熱の効果、植物に
よる蒸散効果により、夏場の住戸周辺の温度

避難サイン

豪雨時

芝生の雨庭事例 /コンフォール松原

芝生広場

日常

雨庭

降雨時

雨上がり

垂木：120× 120
＠ 303
St.Rod φ 16

隅木：St.Fb 22× 120
桁梁：105× 150

棟木：120× 270

県産木材を積極的に活用した住環境の整備環境配慮・省エネ・コストを考慮した計画 環境配慮・省エネ・コスト・を考慮した計画

雨庭・レインタンク・深軒による環境抑制
上昇を抑制します。
●雁行配置がウィンドキャッチとなり、効率的
に住戸に自然通風を取り込みます。
●基礎は、地震等による不同沈下に備えた剛
強なべた基礎とします。想定外の浸水時の対
策として水抜き開口を設けます。

地中への浸透

●建物直下付近で断層が確
認された場合などに備え、避
難所・応急仮設住宅・災害公
営住宅等への移築・リユース
を可能とします。 
●移築・解体を容易にするた
め、仕口は込栓またはLSB、
継手は嵌合接合を採用しま
す。 

雨庭

雨庭

雨庭

雨庭

雨庭

緑道 駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

栗の駅

村役場

小道

小道

小道

小道

小道
小道

小道

小道

水みち

●住戸間の界壁を撤去・新設
できる構造計画とし、単身か
ら子育て世帯まで、様々なニー
ズの変化に応じて住戸規模を
柔軟に組み替えます。
●建物を壊さず長く使い続け
ることで、将来の改修負担を
抑え、時代の変化に対応でき
る公営住宅をつくります。

耐力壁

開口

想定外の浸水にも
対応する水抜開口

耐力壁を設けない 界壁を追加

夫婦 夫婦

単
身

単
身

単身子育て気化熱利用

雨水タンク

雨庭
(調整池 )

栗の駅と役場をつなぐ
軸線上の緑道
災害時は避難動線となる

風の抜け道

平常時は芝生広場
降雨時は調整池

玄関前まで車を寄り
つけることができる

西側道路へ
の通り抜け

降雨時にオーバーフローした
雨水は水みちを通り既存の
排水系統に接続する

緑道沿いや雨庭にはベンチ
や緑陰空間を設け、日常的
な交流を促す

浸水しないレベルまで敷地を盛土し、
敷地全体で緩やかに勾配を取ること
で、水みちの排水勾配を確保する

浸水ライン

浸
水
ラ
イ
ン

https://www.ur-net.go.jp/chintai_portal/
rebuild/matsubara.html

●雨水は可能な限り敷地内で処理できる
よう、透水性の高い舗装材とします。
●山江の石や土を活用した舗装材とし、
地域の特色を歩きながら感じられる外構
空間とします。

●栗の駅から役場までを緑道でつなぎ、
歩行者の主要動線とします。
●平常時は周辺施設を結び、災害時に
は安全な避難・防災動線として機能しま
す。
●移動だけでなく、遊びや交流が生まれ
る「暮らしの軸」とします。

●緑道沿いに、住民が自由に関われる
小さな共有緑地を設けます。
●花・ハーブ・野菜・果樹などを住民自
身が育て、暮らしに緑を取り込みます。
●日々の手入れを通じて、住民参加で育
つ風景をつくります。

●住戸間の道路 (小道 )を歩車共存型と
し、通過交通を抑えた安全な生活空間と
します。
●各戸前に車寄せを設け、利便性と安全
性を両立します。
●子どもの遊びや住民同士の交流が生
まれる、小さなコミュニティをつくります。

●山江村に根付く石切りの文化を、ラン
ドスケープに継承します。
●地域産の溶結凝灰岩を、景石・飛び石・
砕石・舗装などに積極的に活用します。
●地域の歴史や素材を、日常の風景とし
て次世代へつなぎます。

自然石洗出し
ポーラス
コンクリート

土系舗装

溶結凝灰岩 飛び石 洗い出し

ポーラス
コンクリート

芝生

透水性と景観に考慮した舗装材

周辺との関係を構築する「緑道」

風景を育てる「共有緑地」

住棟間の「歩行者優先道路」

石材の使用

公営住宅 (単身用 )

●それぞれの輪に雨庭を分散配置し、ランドスケープ
の中で雨水を一時貯留します。
●屋根面・雨庭面への 50mm相当の降雨を貯留でき
る容量を目標とします。
●必要に応じて雨庭下部に砕石貯留層を設け、貯留量
を確保します。
●不足分は駐車場地下の貯留部で補完し、必要調節
容量に対応します。

●完成時にすべてを固定せず、入居後の住民参加で
外構の使い方を育てていきます。
●芝生・草地・砕石など、利用と維持管理に応じた仕
上げとします。
●窪地には樹木やベンチ、景石などを配置し、日常の
居場所をつくります。
●維持管理への住民参加を促し、愛着のある外構へ
育てます。

ワークショップ

落ち葉清掃 バードネスト コンポスト

住民参加型の管理

公営住宅

地域優良住宅

雨庭による調整池

住民参加による雨庭・外構計画

公営住宅 (単身 )　
公営住宅　　　　  
地域優良住宅         
雨庭 (調整池 ) 

●植栽・農産物・維持管理から生まれる有機物を、住
宅地の中で循環させます。
●落葉・剪定枝・刈草などを集め、コンポスト・チップ
化し、できた「土」を共有緑地・雨庭などに再利用します。

面積表

雨水を「捨てる」だけでなく「使う」

雨上がり、5つの輪と雨庭を眺めながら栗野駅の役場・資料館をつなぐ緑道を散歩する

住戸間は低木やグラスによりゆるやかに視線が遮られ、適度な距離感で心地よく過ごすことができる

雨水はレインタンクを通して芝生広場にゆっくりと流れ込み、緑の風景が徐々に水の風景に変わっていく

28.35㎡
56.70㎡
85.05㎡
175.8㎥

6戸
26戸
4戸
879m2×200mm

※屋根面積：2500m2・降雨強度：50mm/hrの場合
　調整池容量：150m3で貯留浸透可能

➀ ➁

➂ ➃

➀➁

➁

➁

➁

➁ ➁

➁

➂

➂

➂

➂ ➂

➃

➃

➃

➃

➃

庭側に開く壁配置

< 雨あがり>

< 雨あがり>

< 雨 >

転落時の安全性を
配慮した高さ 200
ｍｍの浅い雨庭

川・海水やり

打ち水

掃除

住戸を連ねる一体の屋根

( 様式 5 - 2 )全体の外構計画

公営住宅概算工事費：７９１百万円、地域優良賃貸住宅概算工事費：１３３百万円　（税込）


